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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,255 △2.4 243 3.0 216 2.7 92 △5.6
22年3月期第2四半期 5,386 △4.6 236 △20.2 211 △23.6 98 △36.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 6.65 ―
22年3月期第2四半期 7.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 13,009 5,647 43.4 404.86
22年3月期 12,125 5,675 46.8 406.93

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,647百万円 22年3月期  5,675百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 9.00 9.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,253 △1.8 568 △17.3 501 △20.4 252 △33.9 18.13



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
【添付資料】3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 13,950,000株 22年3月期  13,950,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,857株 22年3月期  1,857株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 13,948,143株 22年3月期2Q  13,948,143株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
 
（1）連結経営成績に関する定性的情報 

 
当第 2 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は改善し設備投資は持ち直している

ものの、輸出は弱含み景気回復は足踏み状態となっております。また、海外景気の下振れ懸念や為
替レート・株価の変動リスク、デフレの影響や雇用情勢の悪化懸念など、厳しい状況で推移いたし
ました。航空業界におきましては、旅客・貨物需要ともに回復傾向にはありますが、航空各社では
収支改善のために機材の小型化や路線の縮小・減便を進める等、依然として厳しい状況が続いてお
ります。 

   このような中、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は、動力事業では航空機の小型化、路線の縮
小・減便等による販売減により、前年同期比 1 億 82 百万円（6.4％）の減収となりました。整備事
業では各空港での施設・設備類の保守管理の基本契約の改定および更新・修繕作業の減により、前
年同期比 88 百万円（4.6％）の減収となりました。付帯事業ではフードカート販売での大口受注等
により、前年同期比 1 億 39 百万円（24.1％）の増収となりました。 
以上により、売上高合計は 52 億 55 百万円と、前年同期比 1 億 30 百万円（2.4％）の減収となり

ました。 
   営業費用では、フードカート販売の増収による原材料費の増等があったものの、動力事業、整備

事業での減収に伴う原材料費の減に加え、労務費・委託役務費・整備維持費等の減、販売費および
一般管理費においても、労務費・消耗品費・社外役務費・広告宣伝費等の削減に努めた結果、費用
合計は 50 億 11 百万円となり、前年同期比 1 億 38 百万円（2.7％）の減少となりました。 
この結果、営業利益は前年同期比 7 百万円（3.0％）増の 2 億 43 百万円となり、経常利益は 2 億

16 百万円で、前年同期比 5 百万円（2.7％）の増益となりました。 
これに資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う過年度分の影響額 20 百万円等を特別損失に

計上し、法人税、住民税及び事業税ならびに法人税等調整額を加味した当第 2 四半期純利益は 92
百万円となり、前年同期比 5 百万円（5.6％）の減益となりました。 

 
（2）連結財政状態に関する定性的情報 

 
（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末に比べて 5 億 88 百万円（12.4％）増加の
53 億 31 百万円となりました。これは、現金及び預金が 9 億 37 百万円、仕掛品が 91 百万円それぞ
れ増加し、受取手形及び売掛金が 4 億 57 百万円減少したこと等によります。 

固定資産は、前期末比 2 億 95 百万円（4.0％）増加の 76 億 77 百万円となりました。これは、主
に羽田空港新国際ターミナル地区への設備投資等により、有形固定資産が 3 億 19 百万円増加した
こと等によります。 
この結果、総資産は、前期末に比べて 8 億 84 百万円（7.3％）増加して 130 億 9 百万円となりま

した。 
 

（負債） 
流動負債は、前期末比 1 億 65 百万円（7.3％）増の 24 億 36 百万円となりました。これは、未払

法人税等が 53 百万円、未払金等その他の流動負債が 5 億 7 百万円それぞれ増加し、営業未払金が 3
億 95 百万円減少したこと等によります。 

固定負債は、前期末比 7 億 47 百万円（17.9％）増の 49 億 25 百万円となりました。これは、長
期借入金が 7 億 13 百万円増加したこと等によります。 
この結果、負債合計は、前期末に比べて 9 億 13 百万円（14.2％）増加して 73 億 62 百万円とな

りました。 
 

（純資産） 
純資産合計は、前期末に比べて 28 百万円（0.5％）減少して 56 億 47 百万円となりました。これ

は、当四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が 32 百万円減少したこと等
によります。 
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（3）連結業績予想に関する定性的情報  

 
第 2 四半期までは、概ね計画どおりの業績となりました。下期につきましては、動力事業では期

初予想を上回る航空機の小型化や就航便数の伸び悩みによる影響、整備事業では顧客企業の経費節
減施策により、施設・設備類の更新・修繕作業の減少が予想されます。一方、付帯事業ではフード
カート販売での増収が見込まれます。 
今後とも一層の営業努力、経費削減に努めてまいりますが、通期業績予想を策定中であることか

ら、現時点では期初の業績予想を変更しておりません。 
 

２．その他の情報 
  

(1) 重要な子会社の異動の概要 
 該当事項はありません。 
 

 

(2) 簡便な会計処理および特有の会計処理の概要 
 該当事項はありません。 
 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 
 ① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平
成 20 年 3 月 31 日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指
針第 21 号 平成 20 年 3 月 31 日）を適用しております。 
これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ 1,159 千円、税金等調整前四半期純利益は 21,395

千円減少しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,667,522 1,730,436

受取手形及び売掛金 1,569,741 2,027,503

有価証券 390,297 390,156

商品及び製品 51,292 52,602

仕掛品 106,230 14,496

原材料及び貯蔵品 237,828 240,357

その他 311,052 289,981

貸倒引当金 △2,163 △2,290

流動資産合計 5,331,800 4,743,245

固定資産   

有形固定資産   

構築物 8,084,538 8,071,523

減価償却累計額 △5,934,467 △5,755,367

構築物（純額） 2,150,070 2,316,155

機械及び装置 7,041,297 6,951,456

減価償却累計額 △5,614,291 △5,454,922

機械及び装置（純額） 1,427,006 1,496,533

その他 1,695,089 1,665,800

減価償却累計額 △947,535 △878,229

その他（純額） 747,553 787,571

土地 110,608 110,608

建設仮勘定 1,948,579 1,352,975

有形固定資産合計 6,383,818 6,063,844

無形固定資産   

その他 75,048 80,614

無形固定資産合計 75,048 80,614

投資その他の資産   

その他 1,227,783 1,245,945

貸倒引当金 △9,150 △8,525

投資その他の資産合計 1,218,633 1,237,420

固定資産合計 7,677,501 7,381,879

資産合計 13,009,301 12,125,125

- 4 -
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 446,198 841,971

未払法人税等 113,654 59,953

その他 1,876,439 1,369,036

流動負債合計 2,436,292 2,270,960

固定負債   

長期借入金 3,216,735 2,503,009

退職給付引当金 1,328,508 1,303,908

資産除去債務 29,322 －

その他 351,424 371,392

固定負債合計 4,925,990 4,178,310

負債合計 7,362,283 6,449,271

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,038,750 2,038,750

資本剰余金 114,700 114,700

利益剰余金 3,488,236 3,520,985

自己株式 △630 △630

株主資本合計 5,641,056 5,673,804

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,962 2,048

評価・換算差額等合計 5,962 2,048

純資産合計 5,647,018 5,675,853

負債純資産合計 13,009,301 12,125,125

- 5 -
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 5,386,102 5,255,209

売上原価 4,703,136 4,607,247

売上総利益 682,966 647,962

販売費及び一般管理費 446,193 404,020

営業利益 236,773 243,941

営業外収益   

受取利息 2,739 2,343

受取配当金 350 80

保険配当金 1,489 1,029

その他 1,380 2,368

営業外収益合計 5,959 5,822

営業外費用   

支払利息 30,795 32,350

その他 736 485

営業外費用合計 31,532 32,835

経常利益 211,200 216,928

特別利益   

貸倒引当金戻入額 24 －

その他 1 －

特別利益合計 25 －

特別損失   

固定資産除却損 4,125 1,409

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 20,235

貸倒引当金繰入額 400 625

その他 － 982

特別損失合計 4,525 23,252

税金等調整前四半期純利益 206,700 193,675

法人税、住民税及び事業税 71,669 104,492

法人税等調整額 36,691 △3,601

法人税等合計 108,360 100,890

少数株主損益調整前四半期純利益 － 92,784

四半期純利益 98,340 92,784

- 6 -
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 206,700 193,675

減価償却費 412,134 413,605

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,439 7,277

有形固定資産除却損 4,125 1,187

受取利息及び受取配当金 △3,089 △2,423

支払利息 30,795 32,350

売上債権の増減額（△は増加） 315,669 457,762

たな卸資産の増減額（△は増加） △118,200 △87,894

仕入債務の増減額（△は減少） △168,743 △395,821

未収消費税等の増減額（△は増加） △8,900 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 15,827 5,198

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 20,235

その他 106,255 △4,467

小計 777,137 640,684

利息及び配当金の受取額 3,089 2,423

利息の支払額 △27,019 △32,289

法人税等の支払額 △205,307 △30,626

営業活動によるキャッシュ・フロー 547,899 580,191

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △337,419 △236,767

無形固定資産の取得による支出 △9,039 △14,849

敷金及び保証金の差入による支出 △3,979 △1,667

敷金及び保証金の回収による収入 27,986 27,898

その他 △1,343 △622

投資活動によるキャッシュ・フロー △323,794 △226,009

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 800,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △298,138 △247,371

リース債務の返済による支出 △33,172 △44,221

配当金の支払額 △125,457 △125,363

財務活動によるキャッシュ・フロー 343,232 583,043

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 567,337 937,225

現金及び現金同等物の期首残高 1,529,999 2,120,593

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,097,337 3,057,819
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(4) 継続企業の前提に関する注記 
該当事項はありません。 
 

(5) セグメント情報 
 

【事業の種類別セグメント情報】 
 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日)      (単位：千円) 

 

 動力事業 整備事業 付帯事業 計 消去 
又は全社 連結 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 2,870,077 1,937,202 578,823 5,386,102          ― 5,386,102

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 ― ― 6,952 6,952   (6,952) ―

計 2,870,077 1,937,202 585,776 5,393,055   (6,952) 5,386,102

営業利益 385,237 131,752 99,114 616,104  *1 
   (379,331) 236,773

（注） １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
 ２ 各事業の主な製品・サービス 
 (1) 動力事業……航空機への電力・冷暖房気・圧搾空気等の供給 
 (2) 整備事業……特殊設備の整備および保守管理業務ならびに建物・諸設備の整備および保守管理業務他 
 (3) 付帯事業……フードカートおよび航空機関連諸設備等の製作・販売ならびに受託手荷物検査装置の 

運用管理、ハイジャック防止装置の保全業務 
 ３ 消去または全社の項目に含めた配賦不能額(*1)の主なものは、提出会社本社の総務部門等管理部門に係

る費用であります。 
 ４ 「定性的情報・財務諸表等 ４ その他 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表

示方法等の変更 ①」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約か

ら、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積り

は原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
この変更による営業損益への影響はありません。 

 
【セグメント情報】 

 
（追加情報） 
  第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年3月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第20号 平成20年3月21日）を適用しております。 

 
 １．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな
っているものであります。 

  当社は製品やサービスの特性から区分される「動力事業」、「整備事業」および「付帯事
業」の３つを報告セグメントとしております。 

  「動力事業」は、航空機への電力・冷暖房気・圧搾空気の供給を行っております。「整備    
事業」は、空港関連の特殊設備の整備および保守管理業務ならびに建物・諸設備の整備および
保守管理業務を行っております。「付帯事業」は、フードカートおよび航空機関連諸設備等の
製作・販売ならびに受託手荷物検査装置の運用管理、航空機部品管理業務等を行っております。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
当第２四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日)      (単位：千円) 

報告セグメント 
 

動力事業 整備事業 付帯事業 
合計 

売上高  

 外部顧客への売上高 2,687,668 1,849,001 718,540 5,255,209

 セグメント間の内部売上高 
 又は振替高 ― ― 6,441 6,441

計 2,687,668 1,849,001 724,981 5,261,650

セグメント利益 284,945 138,696 157,762 581,403

 
３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び
当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

 

利  益 金  額 

報告セグメント計 581,403

全社費用（注）          △337,462

 四半期連結損益計算書の営業利益 243,941

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
 
(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
該当事項はありません。 
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